
令和５年度　江戸川区立瑞江小学校　学校関係者評価　最終評価報告書
目指す学校像
目指す児童像
目指す教師像

取組 成果 成果と課題 評価 コメント
・学力向上委員会を中心に「確かな学力向上プラ
ン」を策定・実施・修正し計画的な運用を行う。

・4月初旬に全教員で学力向上プランを確認し年間
計画を策定する。3学期に年間の成果と課題を確認
し、次年度に向けてプランの見直しを行う。

・一人一台端末やミライシードの活用について、情報
推進リーダーを中心に充実を図る。

・月1回以上、一人一台端末やミライシードに関する
活用方法の紹介や検討を、情報推進リーダーが中
心となり行う。

・全校運動遊びを活用し、運動に親しむ姿勢を育
む。児童が遊びの中で取り入れることのできる運動
遊びを紹介し、体験させることで運動の日常化を図
る。

・年25回、全校運動遊びを実施する。
・活動内容について教師自身が体験的に学ぶ校内
研修を月1回以上実施する。

・学校評議員による学校関係者評価の充実を図る。 ・年間３回の学校評議員会を活用し、教育活動に関
する意見を定期的に得る。

・保護者アンケートを活用した学校評価の充実を図
る。

・組織改革による働き方改革を推進する。 ・５年先を見通して活動しやすい組織づくりを行う。
昨年度から編成した組織の状況を確認し、活動内容
を修正する。

A A
・会議の精選、校務支援システムやサポートスタッフ
の効果的な活用により、教員の働き方も改善されて
きた。

A
・教員を目指す人たちが「先生になってよかった」と
言えるような職場環境にしていってほしいです。
・メリハリのある働き方を目指していただきたい。

業務の精選を図りながら、教員としての専門性を高
めよりよい教育活動を実現する。

・意識改革による働き方改革を推進する。 ・教員自身が時間に対する意識を高め、優先順位や
作業内容を工夫して月別時間外勤務時間が４５時間
を超えないよう、月ごとに確認し勤務内容の調整を
図る。

A A
・昨年度と比較すると教員全体の時間外勤務時間は
短くなっており、教員個々の意識が変化してきている
様子が見られた。

A
・意識が変化していると思います。
・放課後の公園トラブル対応など、学校依存社会を
改めて教員の負担軽減を考えるべきです。

保護者、地域の方々の理解や協力を得ながら、引き
続き教員の働き方や職責に関する意識改革を進め
ていく。

特色ある教育の
展開

A A

・「学校日記」と「今日の給食」では常時新しい画像を
掲載し、学校の様子を伝えた。
・毎月の学校便りや学年便りを掲載し情報発信した。

＜学校における働き方改革プラン＞
・「学校における働き方改革プラン」に基づく取組の実施

＜学校関係者評価の充実＞
・教育活動の改善・充実に向けた学校関係者評価の実施

・MicrosoftFormsを活用してアンケートの簡略化を図
り、より多くの意見を集約できるようにする。分析に時
間をかけることでより正確な評価ができるようにする。

地域に広く開か
れた学校（園）の
実現

＜自校（園）の取組の積極的な発信＞
・学校（園）ホームページの充実等

・定期的に学校ホームページを更新し、内容の充実
を図るとともに新しい情報を地域・保護者に向けて随
時発信する。

子どもたちの健
全育成

・ホームページが新しいものに変わる。引き続き充実
した内容になるよう工夫していく。

・トップページの「学校日記」で学校行事や日常の授
業、活動などの様子を撮影した画像を随時発信する
とともに、毎日「今日の給食」で給食の献立の写真を
掲載する。

・ホームページの改善に取り組んで、よいと思いま
す。
・
・今井町会でもホームページを開設しました。
・瑞江小の「学校だより」を楽しく拝読しています。

＜取組項目＞　・評価の視点

A

体力の向上

共生社会の実現
に向けた教育の
推進

・4月に校内支援委員会を実施して共通理解を図
る。担任等からの要望により個別相談を実施し、支
援委員会で検討することで指導の充実を図る。
・年1回以上、巡回指導教諭によるエンカレッジに関
する講習会や児童への理解推進授業を行う。
・4月初旬に仲よし学級担任より各学年担任に交流
計画を示す。特別支援学級児童・通常学級児童双
方の目標を明確にして交流及び共同学習を行い全
ての児童が充実した学習活動を行えるよう努める。

A

学力の向上

＜学力の向上＞
・授業改善の推進、学習の基盤となる基礎・基本の確実な習
得、家庭学習習慣に対しての学校の組織的な対応による取
組の実施・充実

教育委員会
重点課題

具体的な取組

A

A

・定期的に校内委員会を実施し、児童の実態につい
て共通理解を図った。
・巡回指導教員による特別支援教育の研修を実施し
て全教員の特別支援教育に関する知識を深めた。
・通常学級の児童に向けて特別支援教育や障害理
解についての理解促進授業を実施した。
・一人一人の児童の実態に応じ年間の計画を立て、
副籍交流や仲よし学級の児童との交流及び共同学
習を実施した。

学校関係者評価

＜特別支援教育の推進＞
・ユニバーサルデザインの視点を取り入れた個に応じた指導
の実施・充実
・エンカレッジルームの活用促進
・副籍交流、交流及び共同学習の実施・充実

・ライフサポート部において児童の困り感について共
有・検討し、学校全体で指導の充実を図る。

・エンカレッジルームについて共通理解を図る。

・仲よし学級児童及び5名の副籍児童、通常の学級
児童について、それぞれの実態に応じた交流および
共同学習の目標を定めて活動する。

数値目標
自己評価

＜読書科の更なる充実＞
・読書を通じた探究的な学習の実施・充実

・東部図書館より派遣される図書館司書および校内
図書ボランティアなど読書科にかかわりのある方々と
の連携を深める。

・本校の実態および各学年児童の発達段階に応じ
た探究的な学習の充実を図る。

・4月中に司書との打ち合わせを行い、連携の基本
方針と年間の活動内容について明確にし、月４回前
後の来校日には活動内容の確認を行い、各学年の
学習状況に応じた支援について検討する。

・７月の蔵書バーコード管理化を機に探究的な活動
に活用しやすい図書室の整備を行う。
・４月、各学級の読書科開始時に司書による指導を
行い探究的な活動における図書資料の活用を促
す。

B

学校教育目標
東京都及び江戸川区の学校教育の教育目標を踏まえ、人権尊重と社会貢献の精神を基
盤として生きる力を支える知・徳・体の調和のとれた豊かな人間性及び社会性を育むととも
に、国際社会や地域社会の各界で活躍し、貢献できる人格の育成を目指す。

●よく考える瑞江の子　　　　　　　　●元気で明るい瑞江の子
●進んで物事をする瑞江の子　　　●思いやりのある瑞江の子

前年度までの学校経営上の
成果と課題

＜成果＞感染症対策のため活動に様々な制限がかかる中ではあったが、教職員で創意工夫し、学習目標達成に向けた活動ができた。一人一台端末の活用の仕方について、教員同士の情報交換や校内研修を通して充実を図った。

＜課題＞読書科の目標達成に向け、図書館から派遣される司書との連携が必須である。感染症対策のため学校公開等の機会が少なく、保護者・地域への発信が不十分であった。公開に限らず情報発信できるよう手立ての構築が必要であ
る。

年度末に向けた
改善策

B B

・年度当初に学力向上プランの作成・周知を行い、
全体で確認の上、年度途中において再確認や改善
をしながら運用し学力向上に努めた。
・ミライシードを活用しながら朝学習・授業・家庭学習
を進めた。活用方法のアイデアを共有する研修会も
実施した。

B

・学力向上のプランはすぐには結果は出ない。急が
ず、しかし休まずに。
・文章を正しく読むことへの工夫はよい取組です。
・様々な工夫が実行されていると思います。

・今年度のプランを全教員で振り返り、成果と課題を
明確にする。成果は継続して取り組み、課題は来年
度までに改善策をまとめる。

・ICT機器のさらなる活用を探求し、教員同士で共有
していく。

＜運動意欲や基礎体力の向上＞
・「運動意欲の向上」に向けた取組の実施・充実

・運動の日常化を図るため、体育科の授業と休み時
間の遊びをつなげる。

・校内体育部から鉄棒やなわとび、マラソンなどの学
習カードを提供し、全児童が1日1度は校庭に出て運
動に親しむことができるよう働きかける。

・夏季の猛暑のため実施できなかったことがあった
が、年間を通して計画的に全校運動遊びを実施す
ることができた。
・体験的な研修を実施できた。マラソンや体力調査
の種目には児童とともに教員も取り組んで記録の向
上を目指し児童の意欲を喚起した。A B

BA

A

・ユニバーサルデザインラーニングを進めていくため
にも、読書を通じて個々の視野を広げていってほし
い。
・読書習慣について継続的な取組をお願いします。
・新しい取組はよいと思います。
・児童たちが、また図書館に来たいと思えるような工
夫を期待します。

・図書室の活用方法を司書、図書ボランティアととも
にさらに検討し、様々な機会に図書室を利用するよ
うな計画を立てる。

・タブレット端末の効果的な活用とともに、図鑑や辞
典による探求的な学習の工夫を図る。

・今年度は今井の大祭の年でもあるので、子ども神
輿を担ぐ、山車を引くため、しっかり体力を付けてほ
しい。
・マラソンや体力調査について、教員が積極的に手
本を見せながら指導した結果、児童の記録の向上に
つながった。
・運動遊びのなわとびの取組はおもしろい工夫で
す。
・児童の健康に配慮して、意欲を引き出す試みがで
きていると思います。

A

・学年に応じた図書室の利用を積極的に行い、司書
から図書室の利用の説明を聞いたり、読み聞かせを
行ったりするなど、司書との連携もスムーズに行え
た。

・バーコード管理化を計画的に行い、図書室の整備
を進めた。蔵書をより活用しやすい環境となった。

A

・これからも児童の個性を尊重する教育を進めて
いってください。
・見通しをもち、学習を進めてほしいです。
・特別支援学級を有する特色を生かして、通常学級
の児童が特別支援学級の児童と交流・共同学習を
することにより、他人を思いやる教育ができていると
考えます。

＜子どもたちの健全育成に向けた取組＞
・hypaer-QUの活用

・Q-Uテストを実施し、その結果を個々の児童理解
や学年・学級経営に活用する。

・6月中にQ-Uテストを実施し、8月までにその結果に
ついて分析を行う。9月末までに結果と分析について
資料を作成し、保護者との共有を行う。
・8月中に行った分析結果をもとに、各学級での指導
について見直しを図る。

B B

・学校評議員会では、よりわかりやすく学校の様子や
方針が伝わるよう資料やスライドを工夫した報告や説
明を続けていく。

・ICT活用をさらにすすめて、業務の効率化や正確
なデータを踏まえた業務改善を図る。

・各担任がQ-Uの結果を生かして学級経営の改善
や個々の児童理解を進めた。
・QUの結果を保護者と共有し、個々の児童の指導
や支援の資料として活用した。

B

・様々な取組を評価したいです。
・個々の児童の理解状況を確認しながら授業に生か
されていると思います。

・なわとび運動を中心に、日常的に体を動かす取組
を検討し、来年度の実施につなげる。

・若手教員の活動力を生かして、児童とともに教員が
運動に取り組み、運動することの楽しさを伝え意欲を
喚起していく。

・通常学級と特別支援学級との交流や共同学習は
今後も継続していく。

・支援を要する児童一人一人の実態をこまめに教員
間で共有し、児童にとって効果的な交流や学習の場
を整える。

・保護者や地域の方々に対して、特別支援教育や
交流、共同学習の啓発を進める。

・次年度に向けた学級編成や申し送りの時に、今年
度のQUの結果を活用する。

・毎回、瑞江小の教育活動に関する内容の詳しい説
明を受けている。
・アンケートは工夫されていてよいと思います。

・年間で３回の学校評議員会を実施し、今年度の学
校経営方針や年間予定の説明、中間報告、年度末
の評価と次年度に向けた改善策の検討を行った。

・学校行事の事後アンケートを、MicrosoftFoｒmｓを
使って実施した。集約やデータ化が容易になった。 A


